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１．研究の背景

近年、コンピュータに代表されるハイテクIT機器の出荷台数が急激に増大しており、それに伴う消費電力の増大が深刻な問題と
なりつつあります。例えば、2020年には全IT機器の消費電力はCO2換算で2億トンを超えると予想されており、その省電力化は
緊急の課題となっています。

２．研究の目標

現行のIT機器は主に揮発性(電源を切れば情報が失われる)の半導体により構成されており、そのため消費電力の約9割は待
機中に消費してしまっています。本研究では、スピントロニクスと呼ばれる新技術を用いて、不揮発性(電源を切っても情報を保
持する)の超省電力トランジスタ技術を開拓します。

３．研究の特色

スピントロニクスは電子の持つ磁石の性質(スピン)を積極的に利用して新機能を生み出す新しい技術分野です。本研

究では、この新技術を電子の電荷のみが利用されてきた半導体デバイスに大胆に導入することにより、従来技術では
困難であった消費電力の劇的な削減に繋げます。

４．将来的に期待される効果や応用分野

本研究によりスピンを利用した不揮発性トランジスタの実現が見込まれ、将来的には待機電力がほぼ零である「ノーマ
リー・オフ・コンピュータ」に繋がることが期待されます。
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